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二
〇
二
一
年
一
〇
月
二
二
日
の
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
首
脳
会
議
。

最
後
の
出
席
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
の
ア
ン
ゲ
ラ
・
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
、

各
国
首
脳
ら
か
ら
総
立
ち
の
拍
手
を
受
け
、
穏
や
か
な
笑
顔
を
見
せ

て
い
た
。
メ
ル
ケ
ル
氏
の
い
な
い
首
脳
会
議
は
「
バ
チ
カ
ン
の
な
い

ロ
ー
マ
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
な
い
パ
リ
の
よ
う
な
も
の
だ
」
と
賛
辞

を
捧
げ
る
ミ
シ
ェ
ル
欧
州
理
事
会
議
長
。
ド
イ
ツ
首
相
と
し
て
欧
州

の
難
題
に
向
き
合
っ
て
き
た
メ
ル
ケ
ル
氏
に
と
っ
て
は
、
一
六
年
の

在
任
中
に
捧
げ
た
努
力
が
報
わ
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

一
一
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
か
ら
ワ
イ
ン
の
名
産
地

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
で
の
夕
食
会
に
招
か
れ
、
フ
ラ
ン
ス
最
高
勲
章

も
授
与
さ
れ
た
。
欧
州
各
国
の
首
脳
ら
の
賛
辞
や
感
謝
の
言
葉
は
、

今
後
も
残
る
で
あ
ろ
う
メ
ル
ケ
ル
氏
の
政
治
的
影
響
力
を
意
識
し
た

打
算
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
ま
っ
た
く
の
嘘
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
メ
ル

ケ
ル
氏
の
外
交
を
戦
後
ド
イ
ツ
外
交
の
文
脈
で
考
え
る
。

「
財
政
移
転
禁
止
原
則
」と「
ユ
ー
ロ
の
安
定
」の
相
克

　

戦
後
ド
イ
ツ
の
外
交
・
安
全
保
障
政
策
は
一
貫
し
て
「
西
側
統
合

（W
estbindung

）」
を
柱
と
す
る
多
国
間
主
義
で
あ
り
、
共
産
圏

に
対
抗
し
、
政
治
規
範
と
し
て
の
民
主
主
義
に
価
値
を
置
く
多
国
間

主
義
だ
っ
た
。
メ
ル
ケ
ル
政
権
も
大
筋
で
そ
の
路
線
を
踏
襲
し
た
と

言
え
る
。
時
に
多
国
間
主
義
に
基
づ
く
政
策
を
進
め
る
た
め
の
コ
ス

ト
に
寛
容
と
は
言
い
難
い
姿
勢
も
見
て
と
れ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ

名
古
屋
大
学
教
授

中
村
登
志
哉

メ
ル
ケ
ル
外
交
は
変
幻
自
在
だ
。
ユ
ー
ロ
危
機
、
対
中
国
外
交
な
ど
、

自
国
経
済
優
先
の
ふ
る
ま
い
を
見
せ
る
一
方
で
、
国
際
世
論
の
動
向
を
見
極
め
て
、

最
後
は
欧
州
統
合
、
民
主
主
義
重
視
の
多
国
間
主
義
へ
と
着
地
す
る
。

「
ド
イ
ツ
ひ
と
り
勝
ち
」の
状
況
を
も
た
ら
し
た
メ
ル
ケ
ル
の
外
交
手
腕
を
検
証
す
る
。

な
か
む
ら　

と
し
や　

メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
（
豪
州
）

政
治
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
、Ph.D.（
政
治
学
）。

名
古
屋
大
学
教
授
。
専
門
は
国
際
関
係
論
、
ド
イ

ツ
政
治
。
著
書
に
『
ド
イ
ツ
の
安
全
保
障
政
策

－

平
和
主
義
と
武
力
行
使
』、
訳
書
に
『
ド
イ
ツ
・
パ

ワ
ー
の
逆
説
』『
ド
イ
ツ
統
一
過
程
の
研
究
』
な
ど
。

メ
ル
ケ
ル
外
交
の
一
六
年
を
回
顧
す
る　

ド
イ
ツ
に
安
定
と
繁
栄
を
も
た
ら
し
た

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
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て
一
つ
の
立
場
に
固
執
す
る
こ
と
は
な
く
、
関
係
国
の
立
場
や
国
内

世
論
を
踏
ま
え
て
軌
道
修
正
を
た
め
ら
わ
な
い
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム

が
最
大
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

　

ま
ず
対
欧
関
係
で
は
、
ギ
リ
シ
ャ
危
機
が
挙
げ
ら
れ
る
。

二
〇
〇
九
年
秋
、
ギ
リ
シ
ャ
は
政
権
交
代
に
よ
り
巨
額
の
財
政
赤
字

の
隠
蔽
が
暴
露
さ
れ
、翌
年
に
は
デ
フ
ォ
ル
ト
の
危
機
に
直
面
し
た
。

こ
れ
以
降
の
一
連
の
経
緯
は
、
メ
ル
ケ
ル
政
権
の
多
国
間
主
義
の
一

面
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
一
二
年
三
月
の
ユ
ー
ロ
圏
財
務
相
会
合
に

お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
が
財
政
支
援
の
必
要
性
を
訴
え
る
な
か
、

ド
イ
ツ
は
財
政
移
転
禁
止
の
条
項
を
盾
に
ギ
リ
シ
ャ
の
ユ
ー
ロ
離
脱

を
主
張
し
て
対
立
、
支
援
策
は
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
対
応
に
つ
い
て
、
ハ
ン
ス
・
ク
ン
ド
ナ
ニ
英
王
立
国
際
問
題

研
究
所
上
級
研
究
員
は
著
書
『
ド
イ
ツ
・
パ
ワ
ー
の
逆
説
』
で
、
ド

イ
ツ
が
ユ
ー
ロ
危
機
の
こ
と
を
、
ド
イ
ツ
以
外
の
財
政
に
無
責
任
な

他
国
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
自
国
は
被
害
者
だ

と
考
え
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
ド
イ
ツ
の
銀
行
が
好
景
気
時
に
無
責

任
な
貸
付
を
し
た
ほ
か
、
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
に
比
べ
て
相
対
的
に
弱

い
ユ
ー
ロ
の
導
入
に
よ
っ
て
、
そ
の
輸
出
競
争
力
が
強
化
さ
れ
た
こ

と
な
ど
、
こ
の
危
機
で
果
た
し
た
自
国
の
役
割
と
責
任
へ
の
認
識
が

十
分
で
な
か
っ
た
と
批
判
し
、
こ
の
過
程
で
ド
イ
ツ
が
財
政
移
転
に

象
徴
さ
れ
る
、
多
国
間
主
義
の
コ
ス
ト
に
非
寛
容
な
立
場
が
浮
き
彫

り
に
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。

　

そ
の
後
、
事
態
は
ま
す
ま
す
深
刻
と
な
り
、
一
二
年
七
月
に
、
欧

州
中
央
銀
行
（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）
の
ド
ラ
ギ
総
裁
が
「
ユ
ー
ロ
を
守
る
た
め

Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
何
で
も
す
る
」
と
危
機
国
国
債
の
無
制
限
購
入
の
意
向
を

表
明
し
た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
市
場
不
安
は
沈
静
化
に
向
か
っ
た
。

こ
の
流
れ
を
受
け
て
、
ド
イ
ツ
は
ギ
リ
シ
ャ
の
ユ
ー
ロ
離
脱
と
い
う

主
張
を
徐
々
に
軌
道
修
正
し
て
い
っ
た
。

　

他
方
ユ
ー
ロ
危
機
は
、
南
欧
諸
国
に
よ
る
財
政
赤
字
の
隠
蔽
が
発

端
だ
っ
た
た
め
、
財
政
移
転
や
財
政
の
モ
ラ
ル
・
ハ
ザ
ー
ド
が
常
態

化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
Ｅ
Ｕ
に
対
す
る
不
信
感
が
加
盟
国
に

広
が
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
三
年
に
結
党
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
右
派

ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
「
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
」（
A
f
D
）
の

ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
欧
州
諸
国
で
欧
州
懐
疑
主
義
の

立
場
を
と
る
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政
党
の
伸
長
を
招
く
結
果
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
危
機
に
と
も
な
っ
て
創
設
さ
れ
た

巨
額
の
Ｅ
Ｕ
復
興
基
金
で
は
、
未
曽
有
の
危
機
へ
の
対
応
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
事
実
上
の
財
政
移
転
を
容
認
す
る
姿
勢
に
転
じ
、
再
び

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

「
貿
易
に
よ
る
変
化
」
を
求
め
た
が
…
…

　

中
国
や
ロ
シ
ア
と
の
経
済
関
係
の
強
化
を
図
っ
た
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
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政
権
の
方
針
を
引
き
継
ぎ
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
在
任
中
、
一
二
回
も

訪
中
す
る
な
ど
、
緊
密
な
対
中
関
係
を
築
い
た
。
連
邦
統
計
局
の
発

表
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
六
～
二
〇
年
の
五
年
連
続
で
中
国
は
最
大
の

貿
易
相
手
国
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
中
国
が
進
め
る
経
済
圏
構
想

「
一
帯
一
路
」で
、中
国
と
欧
州
を
結
ぶ
鉄
路
が
デ
ュ
イ
ス
ブ
ル
ク（
ド

イ
ツ
西
部
）
を
終
着
点
と
し
て
結
ば
れ
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
内
陸
部
で
の

貨
物
輸
送
の
強
化
に
一
役
買
う
。

　

こ
の
よ
う
な
メ
ル
ケ
ル
政
権
の
対
中
外
交
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、「
貿

易
に
よ
る
変
化
（W

andel durch H
andel

）」
と
表
現
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
西
独
の
ブ
ラ
ン
ト
政
権
が
一
九
六
〇
年
代
後

半
か
ら
七
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
推
進
し
た
、
ソ
連
・
東
欧
の
共
産

圏
と
積
極
的
に
対
話
を
進
め
る
「
東
方
外
交
」
に
お
い
て
、
こ
れ

を
構
想
し
た
エ
ゴ
ン
・
バ
ー
ル
が
「
接
近
に
よ
る
変
化
（W

andel 
durch A

nnäherung

）」
と
い
う
理
念
を
唱
え
て
い
た
こ
と
に
な
ぞ

ら
え
た
表
現
で
あ
る
。
東
方
外
交
は
、
緊
張
緩
和
（
デ
タ
ン
ト
）
と

い
う
国
際
潮
流
と
も
合
致
し
、
ソ
連
・
西
ド
イ
ツ
武
力
不
行
使
条
約

や
東
西
ド
イ
ツ
基
本
条
約
な
ど
に
結
実
、
東
西
両
ド
イ
ツ
の
国
連
加

盟
も
実
現
し
た
と
し
て
、ド
イ
ツ
国
内
で
今
な
お
高
く
評
価
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、「
貿
易
に
よ
る
変
化
」
の
評
価
は
芳
し
く
な
い
。
ド
イ

ツ
国
内
外
で
は
当
初
か
ら
、
中
国
と
の
経
済
関
係
を
深
め
て
い
く
に

当
た
り
、
人
権
問
題
や
民
主
活
動
家
の
弾
圧
を
毅
然
と
指
摘
す
べ
き

だ
と
す
る
意
見
は
根
強
か
っ
た
。
メ
ル
ケ
ル
政
権
は
、
政
府
間
協
議

の
場
で
は
人
権
擁
護
や
民
主
化
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
と
た
び
た

び
弁
明
し
た
が
、
実
際
に
取
り
上
げ
た
ど
う
か
、
中
国
側
が
耳
を
傾

け
た
か
、
そ
の
成
果
は
不
明
で
あ
る
。
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
受
賞
し
な
が
ら
獄
死
し
た
民
主
活
動
家
、
劉
暁
波
氏
の

妻
、
劉
霞
さ
ん
の
ド
イ
ツ
へ
の
出
国
を
認
め
さ
せ
た
く
ら
い
で
あ
ろ

う
。
緊
密
な
対
中
経
済
関
係
は
ド
イ
ツ
に
経
済
利
益
を
も
た
ら
し
、

「
一
人
勝
ち
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
欧
州
一
の
経
済
大
国
の
座
を
揺

る
ぎ
な
い
も
の
に
す
る
こ
と
に
貢
献
し
た
の
は
確
か
だ
が
、
人
権
の

尊
重
や
民
主
化
な
ど
の
政
治
規
範
へ
の
関
心
や
共
感
を
中
国
側
に
与

え
る
と
い
う
意
味
で
、「
貿
易
に
よ
る
変
化
」
が
も
た
ら
さ
れ
た
と

は
言
い
難
か
っ
た
。

　

む
し
ろ
、
中
国
へ
の
警
戒
感
は
近
年
、
ド
イ
ツ
や
欧
州
諸
国
で
強

ま
っ
て
い
る
。
一
つ
の
契
機
に
な
っ
た
の
は
、
先
端
技
術
を
持
つ
産

業
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
「
ク
ー
カ
（
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ａ
）」
を
中
国
企
業
が

二
〇
一
六
年
に
買
収
し
た
こ
と
で
あ
る
。
中
国
側
が
ド
イ
ツ
企
業
の

買
収
に
よ
り
、
高
度
な
産
業
技
術
を
手
に
入
れ
、
安
全
保
障
上
の
脅

威
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
見
方
が
徐
々
に
広
が
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
初
期
対
応
を
め
ぐ
り
、
中

国
政
府
が
情
報
を
隠
蔽
し
た
た
め
、
ド
イ
ツ
を
含
む
世
界
へ
感
染
を

拡
大
し
、
莫
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
と
す
る
見
方
が
強
ま
り
、
ド
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イ
ツ
国
民
の
対
中
感
情
は
悪
化
し
た
。米
調
査
機
関
ピ
ュ
ー
・
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
の
世
論
調
査
結
果
（
二
〇
年
一
〇
月
発
表
）
に
よ
れ
ば
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
や
強
硬
な
外
交
姿
勢
を
理
由
に
、

「
中
国
に
好
感
を
持
た
な
い
」
と
回
答
し
た
市
民
は
七
一
％
に
達
し

た
。

　

こ
う
し
た
中
国
に
対
す
る
安
全
保
障
面
で
の
国
内
世
論
の
懸
念
の

高
ま
り
を
受
け
、
ド
イ
ツ
政
府
は
二
〇
年
、「
イ
ン
ド
太
平
洋
」
概

念
を
初
め
て
用
い
た
『
イ
ン
ド
太
平
洋
指
針
』
を
閣
議
決
定
し
、
同

地
域
へ
の
関
与
を
強
化
す
る
た
め
、
日
本
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
加
盟
国
と
の
安
全
保
障
協
力

の
強
化
に
乗
り
出
し
た
。

　

欧
州
主
要
国
の
う
ち
、
英
国
は
空
母
「
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
」

を
中
心
と
す
る
空
母
打
撃
群
を
米
軍
、
オ
ラ
ン
ダ
軍
と
と
も
に
派
遣

し
、「
ク
ア
ッ
ド
」
の
日
米
豪
印
各
国
と
共
同
演
習
を
実
施
、
今
年

九
月
に
横
須
賀
に
初
め
て
寄
港
し
た
ほ
か
、
同
地
域
に
海
外
領
土
を

持
つ
フ
ラ
ン
ス
も
日
米
豪
各
国
と
の
共
同
演
習
を
日
本
や
日
本
近
海

で
実
施
し
た
。
こ
れ
に
続
く
形
で
、ド
イ
ツ
は
今
年
八
月
、フ
リ
ゲ
ー

ト
艦
「
バ
イ
エ
ル
ン
」
を
派
遣
し
、
地
中
海
か
ら
ス
エ
ズ
運
河
を
通

過
、
イ
ン
ド
洋
に
出
て
豪
州
西
部
の
パ
ー
ス
に
寄
港
、
そ
の
後
北
上

し
グ
ア
ム
を
経
由
、
一
一
月
に
東
京
へ
寄
港
し
た
。
自
衛
隊
と
は
ア

フ
リ
カ
・
ソ
マ
リ
ア
沖
の
ア
デ
ン
湾
で
護
衛
艦
「
ゆ
う
ぎ
り
」
と
共

同
訓
練
を
実
施
し
た
ほ
か
、、
ド
イ
ツ
側
が
贈
っ
た
ビ
ー
ル
や
ソ
ー

セ
ー
ジ
の
写
真
を
日
独
双
方
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
広
報
す
る
な
ど
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
も
精
力
的
に
展
開
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
内
世
論
の
動
向
を
機
敏
に
と
ら
え
て
政
策
を
修

正
し
、
新
た
な
試
み
に
着
手
す
る
姿
勢
は
ユ
ー
ロ
危
機
時
と
同
様
で

あ
る
。
た
だ
、
同
艦
派
遣
に
当
た
っ
て
は
、
日
本
寄
港
後
の
上
海
へ

の
寄
港
を
中
国
側
に
打
診
し
、
断
ら
れ
た
経
緯
が
明
ら
か
に
な
り
、

メ
ル
ケ
ル
政
権
の
方
針
が
派
遣
意
図
を
め
ぐ
り
関
係
国
に
不
信
を
生

ん
だ
の
も
事
実
だ
っ
た
。

「
積
極
的
多
国
間
主
義
」
外
交
の
展
開

　

さ
ら
に
、
米
国
で
「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
自
国
中
心
主

義
を
標
榜
す
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
発
足
す
る
と
、
メ
ル
ケ
ル
政
権
は

二
〇
一
八
年
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
と
と
も
に
多
国
間
主
義
を
擁
護
し
、

ル
ー
ル
に
基
づ
く
国
際
秩
序
の
形
成
を
訴
え
る
「
多
国
間
主
義
同
盟 

（A
lliance for M

ultilateralism

）」
の
創
設
を
提
唱
し
、
国
連
総

会
な
ど
の
機
会
を
通
し
て
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
マ
ー
ス
外
相
か
ら

打
診
を
受
け
た
日
本
も
参
加
し
た
。

　

さ
ら
に
二
一
年
五
月
に
初
の
『
多
国
間
主
義
白
書
』
を
閣
議
承
認

し
、
多
国
間
秩
序
に
関
す
る
懐
疑
主
義
に
対
抗
し
、
多
様
な
多
国
間

主
義
を
再
活
性
化
さ
せ
て
地
球
規
模
の
課
題
に
協
力
し
て
取
り
組
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み
、
ル
ー
ル
や
制
度
に
基
づ
く
国
際
秩
序
の
形
成
に
寄
与
す
る
「
積

極
的
多
国
間
主
義
（ein aktiver M

ultilateralism
us

）」
の
外
交

を
進
め
る
と
し
た
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）、
移
民
、
気
候
変
動
な
ど
、
現
代
の
構
造
的

課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、二
一
世
紀
の
多
国
間
主
義
に
基
づ
く
、

よ
り
掘
り
下
げ
た
、
新
た
な
国
際
協
力
が
必
要
」
と
の
認
識
を
示
し

た
の
で
あ
る
。
多
国
間
主
義
同
盟
は
い
ま
や
八
七
ヵ
国
と
Ｅ
Ｕ
が
参

加
す
る
ま
で
に
発
展
し
た
。「
多
国
間
主
義
」
の
想
定
す
る
枠
組
み

と
し
て
国
連
や
欧
州
安
全
保
障
協
力
機
構
（
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
を
挙
げ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
多
国
間
主
義
の
旗
の
下
で

国
際
的
影
響
力
の
拡
大
を
進
め
、
そ
の
先
に
国
連
安
全
保
障
理
事
会

常
任
理
事
国
の
座
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
西
側
」
概
念
は
消
え
た
か

　

上
述
の
よ
う
に
、
メ
ル
ケ
ル
外
交
の
特
質
は
、「
多
国
間
主
義
」

に
基
づ
く
外
交
・
安
全
保
障
政
策
を
進
め
な
が
ら
、
国
内
世
論
、
関

係
国
の
立
場
や
自
国
と
の
力
関
係
な
ど
を
考
慮
し
、
政
策
を
柔
軟
に

変
更
・
修
正
し
て
、
相
次
ぐ
危
機
に
対
処
・
克
服
し
て
き
た
プ
ラ
グ

マ
テ
ィ
ズ
ム
に
あ
る
。
そ
の
過
程
で
は
、
多
国
間
主
義
に
基
づ
く
政

策
の
コ
ス
ト
に
不
寛
容
な
姿
勢
を
見
せ
た
り
、
対
中
関
係
で
は
、
人

権
や
民
主
主
義
の
政
治
的
価
値
観
を
ど
こ
ま
で
重
視
し
て
い
る
の
か

疑
念
を
抱
か
せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ミ
シ
ェ
ル
欧
州
理
事
会
議
長
の

「
Ｅ
Ｕ
の
基
盤
を
崩
さ
な
い
よ
う
、
道
筋
を
示
す
光
を
照
ら
し
続
け

た
、
揺
る
ぎ
な
い
安
定
の
人
」
と
い
う
言
葉
は
、
メ
ル
ケ
ル
外
交
が

政
策
の
方
向
性
を
示
し
、
そ
れ
を
関
係
国
で
変
更
や
修
正
を
し
て
、

危
機
に
対
応
し
て
き
た
と
い
う
意
味
で
正
鵠
を
射
て
い
る
。

　

し
か
し
、
メ
ル
ケ
ル
外
交
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
根
強
い
批
判

が
あ
る
の
も
事
実
だ
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
一
員
と
し
て
米
国
の
同
盟
国
で

あ
り
な
が
ら
、
経
済
的
利
益
を
求
め
て
中
国
と
の
緊
密
な
関
係
を
築

く
姿
勢
は
、
中
国
と
の
間
で
安
全
保
障
問
題
を
抱
え
る
イ
ン
ド
や
日

本
、
豪
州
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
に
と
っ
て
は
不
信
の
材
料
と
な

り
得
る
。
ま
た
、
米
国
の
度
重
な
る
反
対
表
明
を
無
視
し
、
ロ
シ
ア

か
ら
の
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
「
ノ
ル
ド
ス
ト
リ
ー
ム
２
」
を
完
成
さ

せ
る
メ
ル
ケ
ル
政
権
は
、
同
盟
国
の
地
政
学
的
考
慮
を
顧
み
ず
、
自

国
の
経
済
利
益
を
優
先
す
る
立
場
に
も
み
え
る
。

　

ド
イ
ツ
で
は
現
在
、そ
も
そ
も
「
西
側
統
合
」
と
い
う
言
葉
が
徐
々

に
聞
か
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。
政
権
発
足
直
後
か
ら
二
〇
一
七
年
ま

で
の
一
二
年
間
に
わ
た
り
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
外
交
・
安
全
保
障
補
佐

官
を
務
め
た
後
、
今
年
六
月
ま
で
駐
国
連
大
使
を
務
め
た
ク
リ
ス
ト

フ
・
ホ
イ
ス
ゲ
ン
氏
は
、
今
年
九
月
、
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
誌
と
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
「
私
の
語
彙
か
ら
『
西
側
』
と
い
う
言
葉
は
削
除
し
た
。

今
あ
る
の
は
、
西
側
と
東
側
の
論
争
で
は
な
く
、
ル
ー
ル
に
基
づ
く
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国
際
秩
序
、つ
ま
り
国
連
憲
章
や
世
界
人
権
宣
言
を
遵
守
す
る
国
か
、

そ
う
で
な
い
国
か
の
論
争
だ
か
ら
だ
」
と
明
言
し
て
い
る
。

　

で
は
、
ド
イ
ツ
が
打
ち
出
し
た
「
積
極
的
多
国
間
主
義
」
は
、
本

当
に
ル
ー
ル
に
基
づ
く
国
際
秩
序
を
軸
と
し
て
世
界
に
受
容
さ
れ
て

い
る
の
か
。
政
治
学
者
ジ
ョ
ン
・
ラ
ギ
ー
に
よ
れ
ば
、
三
ヵ
国
以
上

の
国
家
間
に
一
般
化
さ
れ
た
行
動
規
範
が
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
、
多
国
間
主
義
の
重
要
な
質
的
条
件
に
な
る
。
か
つ
て
は
多
国
間

主
義
の
前
提
だ
っ
た
「
西
側
統
合
」
が
「
削
除
」
さ
れ
る
一
方
で
、

世
界
は
「
一
般
化
さ
れ
た
行
動
規
範
が
共
有
」
さ
れ
て
い
な
い
国
も

少
な
く
な
い
。
ド
イ
ツ
が
「
貿
易
に
よ
る
変
化
」
を
期
待
し
つ
つ
、

緊
密
な
経
済
関
係
を
築
き
上
げ
て
き
た
中
国
は
、
南
シ
ナ
海
仲
裁
裁

判
の
判
決
を
無
視
し
、
南
シ
ナ
海
や
東
シ
ナ
海
で
一
方
的
な
現
状
変

更
の
試
み
を
繰
り
返
し
、地
域
の
安
定
を
脅
か
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、

中
国
が
一
方
的
な
現
状
変
更
を
試
み
て
も
、
ド
イ
ツ
は
言
葉
で
は
批

判
し
て
も
、
緊
密
な
経
済
関
係
で
中
国
を
支
え
続
け
て
く
れ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
。
結
果
と
し
て
、
そ
れ
は
領
土
問
題
な
ど
を
抱
え

る
イ
ン
ド
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、
日
本
な
ど
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の

国
々
の
利
益
を
損
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

今
年
九
月
の
連
邦
議
会
選
挙
で
は
、
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
保
守
、
キ

リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
は
連
立
与
党
の
社
会
民
主
党
に
僅
差
で
敗
れ
た

た
め
、
一
一
月
上
旬
時
点
で
社
民
党
を
軸
と
し
て
緑
の
党
、
自
由
民

主
党
と
の
連
立
協
議
が
続
く
。
順
調
に
進
め
ば
、
後
継
は
オ
ラ
フ
・

シ
ョ
ル
ツ
副
首
相
兼
財
務
相
を
首
班
と
す
る
三
党
連
立
政
権
に
な
る

見
込
み
だ
。
緑
の
党
と
自
民
党
は
中
国
と
ロ
シ
ア
へ
の
姿
勢
は
厳
し

い
も
の
の
、
シ
ョ
ル
ツ
氏
や
各
党
の
政
策
を
見
る
限
り
、
対
中
経
済

関
係
を
大
き
く
見
直
す
可
能
性
は
低
い
と
み
ら
れ
る
。
一
方
、
ド
イ

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
、
オ
ラ
ン
ダ
が
そ
れ
ぞ
れ
「
イ
ン
ド
太
平
洋

戦
略
」
を
発
表
し
た
後
、
Ｅ
Ｕ
が
九
月
に
ま
と
め
た
「
イ
ン
ド
太
平

洋
に
関
す
る
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
中
国
が
軍
事
力
を

増
強
し
同
地
域
の
緊
張
を
高
め
て
い
る
と
の
現
状
認
識
を
示
し
、
同

地
域
の
秩
序
が
欧
州
の
安
全
保
障
に
直
結
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
よ
り
厳
し
い
対
中
認
識
が
滲
む
。

　

米
中
対
立
が
影
を
落
と
す
な
か
、
メ
ル
ケ
ル
後
の
ド
イ
ツ
と
欧
州

は
ど
ん
な
方
向
に
進
む
の
か
。
Ｅ
Ｕ
が
ま
と
め
た
よ
う
に
、
自
由
民

主
主
義
の
友
好
国
と
と
も
に
、
ル
ー
ル
に
基
づ
く
秩
序
形
成
に
貢
献

す
る
方
向
に
向
か
う
の
か
。
中
国
の
寄
港
拒
否
に
よ
っ
て
航
路
を
変

更
し
た
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
「
バ
イ
エ
ル
ン
」
の
姿
は
、
緊
密
な
経
済
関

係
に
あ
る
中
国
と
の
関
係
を
軌
道
修
正
し
、
日
本
な
ど
の
イ
ン
ド
太

平
洋
の
民
主
主
義
国
と
の
関
係
の
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
す
る
ド
イ
ツ
の

進
路
を
示
唆
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
日
本
と
し
て
も
、
早
け
れ
ば

年
内
に
も
発
足
す
る
新
政
権
の
政
策
を
見
守
り
、
日
独
双
方
の
新
政

権
で
地
道
な
協
力
関
係
を
築
い
て
い
く
必
要
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
●




